
広報

待望のJR諏訪駅が完成し、 3月11日、

ダイヤ改正に合わせて開業しました。

大村線での駅の新設は44年ぶり O 待ち

に待った新駅の誕生に、市をはじめ、地

元住民などの喜びもひとしお。

この日は、開業を祝って 、記念セレモ

二ーが行われました。

〈関連記事は6ページ〉

市役所窓口が変わります
(2 -5ページ)

平成元年4月号

Na 11 00 
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4
月
1
日
か
ら
新
し
い
機
構
で
ス
タ
ー
ト

21世紀、 明日に羽ばたく大村市は、

長崎県の中央都市としての発展と と

もに、皆さんの生活福祉向上のため

に、 4月 1日から社会状勢に対応す

る新しい機構でスタ ートします。

特に、今回大村市の活性化の足が

か りとして、農林水産部・商工部の

新設を図り、農林水産業の育成強化、

商工業の発展、企業誘致等を推進し

ます。

また、企画部を企画財政部、市民

部を環境部、福祉事務所を生活福祉

部とする等して、これからの重要事

業に積極的に取り組んで、まいり ます。

この機構改革により、部・課・係

や会議室などが一部変わります。皆

さんには大変ご迷惑をおかけします

が、よろしくご理解小、ただき、お

間違いのないようにお願いします。

主

な

新

設

課

等

の

業

務

は

次

の

と

お

り

で

す

企
画
財
政
部
企
画
調
整
課

従
来
の
企
画
課

企
画
財
政
部
管
財
課

V
用
地
管
財
係

従
来
の
用
地
係
・
管
財
係

総
務
部
秘
書
広
報
課

従
来
の
秘
書
係
と
広
報
公
聴
課

総
務
部
総
務
課

交
通
防
犯
係
が
加
わ
り
ま
す
。

総
務
部
電
算
情
報
課

従
来
の
電
子
計
算
課

環
境
部
環
境
衛
生
課

V
保
健
衛
生
係

従
来
の
衛
生
係
と
献
血
推
進
業
務

V
公
害
規
制
係

従
来
の
公
害
係

環
境
部
下
水
道
業
務
課

V
料
金
係

従
来
の
管
理
係

環
境
部
下
水
道
建
設
課

V
排
水
設
備
係

従
来
の
指
導
係

V
計
画
係

従
来
の
工
事
第
一
係

V
建
設
係

従
来
の
工
事
第
二
係

環
境
部
水
資
源
対
策
室

工
業
用
水
道
室
、
簡
易
水
道
事
業
、
飲

料
水
供
給
事
業

生
活
福
祉
部
(
福
祉
事
務
所
)
福
祉
謀

V
福
祉
係

従
来
の
福
祉
係

・
社
会
係

言

V
児
童
家
庭
係

従
来
の
児
童
係

V
老
人
福
祉
係

従
来
の
厚
生
係

農
林
水
産
部
耕
地
課

V
土
地
改
良
係

従
来
の
振
興
係

商
工
部
企
業
誘
致
対
策
室

企
業
誘
致
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
お
よ

び
技
術
振
興
業
務

商
工
部
商
工
観
光
課

V
商
工
労
政
係

従
来
の
商
工
係
・
労
政
係

V
観
光
物
産
係

従
来
の
観
光
係
と
物
産
振
興
等
業
務

商
工
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
ム
ラ
お
こ
し
・

姉
妹
都
市
業
務

建
設
部
都
市
計
画
課

V
公
園
緑
地
係

街
路
・
公
園
・
緑
地
等
の
推
進
業
務

議
会
事
務
局

V
議
事
調
査
係

従
来
の
議
事
係

・
調
査
係

ここはどんなことをするんですか・・・

大
村
市
の
永
年
の
夢
で
あ

っ
た
、
待
望

の
東
京
事
務
所
を
、
4
月
1
日
か
ら
開
設

し
ま
す
。

企
業
誘
致
・
観
光
・
物
産
の
宣
伝
な
ど
、

大
き
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
中
央
と
大
村
市
と
の
大
き
な
パ

イ
プ
と
し
て
、
重
要
な
事
務
所
と
も
な
り

ま
す
。

上
京
の
際
は
、
気
軽
に
お
立
寄
り
く
だ

支
」
い

。

事
務
所
の
場
所

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
1
丁
目
7
番

2
号

ド
リ
ー
ム
マ
ン
シ
ヨ
ン

2
0
5
号
室



大
村
市

行
政
機
構
図

市長

助 役

収入 役

「 企画調整課

企画財政部 ト 「 財政課一一 財政係、用度係
l 卜 管財課一一 監理係、用地管財係

」 税務課一一庶務係、市民税係、固定資産税係、収納係

秘書広報課 一一秘書係、広報公聴i係

総務課一一庶務係、行政係、交通防犯係、 |出張所 |

人事課一一人事係、職員係

電算情報課

市民課一一 記録係、窓口係
1市民会館 |

総務部

一環境衛生課一一一 保健衛生係ァ|伝染病棟| 、公害規制係

大村市斎場|

清 掃 課一一一 第 l係、第 2係

下水道業務課ー 庶務係、料金係

下水道建設課一 計画係、建設係、排水設備係

|浄水管理セン三こ斗

水資源対策室(工業用水道室)

福祉課-----r-福祉係、児童家庭係、老人福祉係
| 1- 1夜育市|

総合福祉センタ-1
保護課一一一保護第 1係、保護第 2係

|清和国 1

保険年金課一一一保険係、年金係

I~ 農林水産部 k=:林;73二511122J係畜産係水産係

環境部

生活福祉部

(福祉事務所)

「 商工観光課一一 商工労政係、観光物産係 ヨ亘盃キャンプ場 |

|勤労青少年ホーム 1 1労働会館 |
商工部 f--i-まちつ。く 1)推進室

」一企業誘致対策室ι土木一務係開土木係四
都市計画課 一一一都市計画係、公園緑地係

地籍調査室

建築課一一一住宅係、建築係

! 業務係、経理係、企画係、 整備係、警備係

l 施設管理係

| 庶務係経理係医事係

建 設 部

|競艇事業部

叫市立病院

会計課

-3-

「庶 務課 |南部共同調理場 11中部共同調理場 11都地区共同調理場 |

教育委員会 1-1学校教育課-1幼稚園 11小学校 11中学校 |

事 務 局 | 卜社会教育課一円 ζ ニティセンター 1 1 公民館 1 1函喜百1I 史料館 |

」 体育課-1体育館 11児童体育館 11市民プール 11勤労者体育施設

屋内プール 11育蓬新l武道館 11相撲場 11森園運動広場 |

|水道部 比 業務課ー 管理係経理係料金係
l 工務課一一一施設係、浄水係、給水係

|議会事務局 ト 庶務係、議事調査係

|選挙管理委員会事務局

|農業委員会事務局 1

1 監 査 委 員 事 務 局 |
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市
民
相
談
室

環境衛生課

1 C二二二一

課ネ止福

1 [ 

課護保

本館 1階別館 1階

農
業
委
員
会

事
務
局

地
籍
調
査
室

監
査
委
員

事
務
局

第 2別館 1階

下水道業務課
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|売庖|
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会
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室

ζ 
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広
報
課

車志

務

企
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調
整
課

管

財

開

発

公

社

商

工

観

光

ま
ち
づ
く
り

企
業
誘
致
対

耕

t也

議

場

農
林
水
産
課

別館2階

第6会議室

議員控室

第 2別館2階

土

課

課

都市計画課

築

木

建

~ 4 

課課

課

推
進
室

策
室

課※別館3階・・・・・・議会
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待

諏訪駅開業を祝って、 テー70fJットする

松本市長佐)や酒井JR長崎支庖長(中)ら

待
望
の
諏
訪
駅
が
新
設
さ
れ
、

開
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
駅
は
、
大
村
l
竹
松
駅
聞
の
諏
訪
地
区
に

設
置
さ
れ
、
実
に
、
大
村
線
で
は
必
年
ぶ
り
(
岩

松
駅
昭
和
初
年
設
置
)
の
駅
の
誕
生
で
す
。

諏
訪
地
区
は
、
住
宅
地
区
と
し
て
人
口
が
増

え
て
い
る
所
で
、
早
く
か
ら
、
地
元
や
市
に
よ

り
、
駅
新
設
の
陳
情
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

駅
舎
は
、
モ
ダ
ン
な
建
物
、

1
2
0
m
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、
駐
輪
場
は
約
hw
台
を
収
容
、

5
月
頃
完
成
予
定
の
駅
前
広
場
な
ど
、
施
設
も

充
実
。

開
業
式
に
は
、
J
R
や
市
の
関
係
者
を
は
じ

3
月
九
日
、

め
、
地
元
の
人
た
ち
な
ど
約
5
0
0
人
が
出
席
。

安
全
を
祈
願
し
た
清
め
の
儀
、
酒
井
J
R
長
崎

支
庖
長
や
松
本
市
長
ら
に
よ
る
テ
l
プ
カ
ッ
ト、

諏
訪
保
育
園
児
の
吉
田
武
士
く
ん
と
道
添
さ
っ

き
ち
ゃ
ん
に
よ
る
く
す
玉
割
り
な
ど
を
行
っ
た
。

プ
ラ
y

ト
ホ
ー
ム

で
は
、
列
車
の
到
着
と
共

に
、
同
園
児
の
平
田
理
恵
ち
ゃ
ん
と
谷
口
直
樹

く
ん
が
、
運
転
手
と
車
掌
さ
ん
に
花
束
贈
呈
。

1
日
駅
長
の
山
下
久
美
子
さ
ん
の
発
車
の
合
図

で
、
列
車
は
動
き
だ
し
、
い
よ
い
よ
諏
訪
駅
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
西
大
村
中
吹
奏
楽
部
白
人
の
演
奏
も

あ
り
、
開
業
を
祝
い
ま
し
た
。

陣---
おおむS
OMURA 

ア
ま
!
ゎ
、
諏
訪
駅

わ
知
識

すー

たけまつ
TAKEMATSU 

主 ?????部も開業を祝って

、
ゆ
り
の
新
駅
誕
生

る

ん

す

く
呈

柱
贈

直

↑
来
日

花

谷
こ

y」

ん

財

さ

ん

監
ナ
や

車

ち

と

富

山

手

理
転

田
運

平

「発車一 .1J I日駅長を務めた

山下久美子さん

吉
田
武
士
く
ん
固
と
道
添
さ
っ
き
ち
ゃ
ん
に
よ

り
、
く
す
玉
も
き
れ
い
に
割
れ
ま
し
た
。

6 

平本美代子さん

(29歳 ・主婦)

池田新町

西
大
村
地
区
の
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
諏
訪

駅
を
新
設
し
て
い
た
だ
い
た
事
は
、
非
常
に
嬉

し
い
。

長
崎
の
親
せ
き
も
駅
に
近
い
し
、
ま
た
、
買

物
な
ど
、

い
ろ
ん
な
面
で
利
用
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

本村巨樹さん

(18歳・ 学生)

植松 1丁 目

今
日
、
さ

っ
そ
く
乗

っ
て
み
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
竹
松
か
大
村
ま
で
行
っ
て
乗
っ

て
い
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
で
、
大
変
利
用
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

駅
も
、
新
し
く
て
、
き
れ
い
で
い
い
で
す
ね
。
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握
手

ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
大
統
領
と

お
た
が
い

の
友
好
を
約
束
し
た
、
マ
リ
オ

・

ソ
ア
レ
ス
大
統
領
(
右
)
と
松
本
市
長

H
U匂・
駐
臼
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
公
邸

筆c)勤?思、、のまま

談

松
本
市
長
は

2
月
お
目、

ポ
ル
ト
ガ

ル

共
和
国
マ
リ
オ
・ソ
ア
レ
ス
大
統
領
主
催
の
、

歓
迎
晩
さ
ん
会
に
招
か
れ
、
親
し
く
懇
談

し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
市
長
は
、
本
市
と
ポ
ル
ト
ガ

ル
国
が
国
際
親
善
と
し
て
、

4
0
0
年
前

か
ら
歴
史
的
交
流
が
あ

っ
た
こ
と
を
力
説
。

ま
た
、
来
年
度
に
迫

っ
て
い
る
天
正
遣
欧

少
年
使
節
の
帰
国
4
0
0
年
事
業
へ
の
協

力
依
頼
や
、
今
後
益
々
の
友
好
親
善
に
よ

り
相
互
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
な
ど
、

マ
リ
オ
・
ソ
ア
レ
ス
大
統
領
と
松
本
市
長

は
、
固
い
約
束
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

中国花鳥画家市役所表敏訪問

わずかの時間で、みごとな水墨画 を描き

上げる屠さん(中央) (~・ 市役所)

勝誌が富助言も
てうδ~と-芯0δごう

中国花鳥画家・屠伝法さん (50歳)が、市

役所を表敬訪問。歓談中に描き始められた水

墨画 も、み るみ るうちに出来上がり、み ごと

な作品と速きにビ y クリ 。

屠 さんは、上海軽専美術系中国画の教師で、

ヒ海・大村の美術交流を深めるため訪問さ れ

ました O

また、今までにも、日本の名勝古跡を題材

とした、水墨画を創作されており、各地で個

展が聞かれます。

弘
同
仰
の
堀
衣

s

3
4
U
、之

リ
桜
田
橋
、
が
完
成
し
ま
し
た
H

さく ら (大村公園〉

3月下旬~4月中旬

じ (大村公園〉，3，、

¥句、、‘・三}

美しく生まれ変わ った桜田橋

大
村
と
い
え
ば
、
何
と
い

っ
て
も
花
の

都
。
さ
く
ら
に
始
ま
り
、
つ
つ
じ
、
し
ゃ

く
な
げ
、
花
菖
蒲
と
次
々
と
華
れ
ん
な
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
花
の
大
村
を
満
喫
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
村
公
園
の
桜
田
の
堀
に
か
か

っ
て
い
る
橋
が
、
美
し
い
太
鼓
橋
に
衣
か

え
し
ま
し
た
。
橋
に
は
、
餌
付
け
場
も
設

け
ら
れ
て
お
り
、
花
を
楽
し
む
と
同
時
に

白
鳥
や
コ
イ
な
ど
と
仲
良
く
お
し
ゃ
べ
り

も
で
き
そ
う
で
す
。
そ
れ
と
も
う

一つ
、

西
日
本
随
一
と
い
わ
れ
る
花
菖
蒲
園
の
拡

張
工
事
も
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
完
成
も

間
近
で
す
。

つ つじ (大村

5月下旬

7 -



4月から.わOます

国民年金からのお知らせ

国
民
年
金
保
険
料
改
正
額

定
額
保
険
料

付
加
保
険
料

(
現
行
)

(改
正
額
)

7
7
/
0
0円

S
8
0
0
0円

8
7
0
0
円

$

8
4
0
0
円

特製16文凧をプレゼント
4月2日旧)午前10時から午後2時まで¥長

崎市麿八景 において恒例の長崎新聞社主催

、、凧揚げ大会u ガ開催されます。

県国民年金課では¥特製の16文凧を先着300

名にプレゼントすると同時に¥国民年金凧揚

げ教室ガ行なわれます。

※詳しくは¥県国民年金課 (n長崎@11 1 
1 )へお尋ねくだ、さい。

こ
れ
は
、
年
金
の
額
が
、
生
活
水
準
の
変
化

や
、
物
価
の
上
昇
に
合
わ
せ
て
毎
年
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
年
金
財
政
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
保
険
料
も
引
き
上

げ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
す
。

国
民
年
金
制
度
は
生
命
保
険
な
ど
と
異
な
っ

て
自
分
が
掛
け
た
保
険
料
が
年
金
と
し
て
も
ど

っ
て
く
る
の
で
は
な
く
、
働
く
世
代
の
人
が
保

険
料
を
出
し
合
い
、
お
年
寄
り
の
世
代
を
支
、
ぇ
、

そ
の
働
く
世
代
が
年
を
と

っ
た
ら
、
ま
た
次
の

世
代
に
支
え
ら
れ
る
と
い
う
、
世
代
と
世
代
が

順
送
り
に
支
え
る
助
け
合
い
の
制
度
な
の
で
す
。

全
て
の
人
が
、
豊
か
な
老
後
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
保
険
料
の
引
き
上
げ
、
納
付
に
つ

い
て
ご

助 け 合 い異なる世代のね ん き ん は
“ 

=第?回子ども美術展=
子
供
た
ち
の
情
操
教
育
と
健
全
育
成
を
目
的

と
し
た
「
第
1
因
子
ど
も
美
術
展
」
が
、

3
月

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
国
民
年
金
に
関
す
る
お
尋
ね
は
、
保
険
年
金

謀
年
金
係

へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

付
加
保
険
料

定
額
の
保
険
料
に
¥
月
額

4
0

0
円
の
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
¥
付
加
保
険
料
を
納
め
だ
月
×

2
0

0
円
(
年
額
)
ガ
加
算
さ
れ
て
¥
年
〈
圭
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料

納
杭
忘
れ
陪

-aり
ま
せ
ん
か

4
月
は
国
民
年
金
を
納
め
る
締
め
く
く
り
の

月
で
す
。

昭
和
臼
年
度
の
年
金
は
4
月
施
日
(
却
・
初

日
が
祭
日
・
日
曜
日
の
た
め
)
を
過
ぎ
る
と
、

お
手
持
ち
の
納
付
書
で
は
納
め
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
早
目
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

幼児から中学生まで、力作がそろいました

(~ ~ 6 ・市コ ミ セン)

3
日
か
ら
6
日
ま
で
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
美
術
展
は
、
中
央
公
民
館
(
市
コ
ミ
セ

ン
)
が
主
催
。
幼
児
か
ら
中
学
生
を
対
象
に
作

品
を
募
集
し
ま
し
た
。
応
募
数
は
、
書
道
の
部

1
2
4
9
点
、
絵
画
の
部
5
4
7
点
で
、
ど
れ

も
す
ば
ら
し
い
力
作
ば
か
り
で
し
た
。

入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
(
敬
称
略
)

書
道
の
部
l
市
長
賞

・
辻
奈
津
代
(
郡
中
2
年)、

議
長
賞
・

木
村
幸
恵
三
城
小
5
年
)
、
教
育

長
賞
・
林
田
香
奈
(
西
大
村
小
1
年
)

絵
画
の
部
l
市
長
賞
・
松
田
将
治
(
富
の
原
小

2
年
)
、
議
長
賞
・
松
尾
佳
代
(
富
の
原
小
1

年
)
、
教
育
長
賞
・
小
林
あ
す
か

(
星
美
幼
稚

園
)

FL町
山
詰
円
凶
ゆ

a
a
E
2

Q
υ
 

4
月
は
地
価
公
示
普
及
月
間

4
月
1
日
に
国
土
庁
か
ら
地
価
公
示
が
発
表

き
れ
ま
す
。

地
価
公
示
は
、
都
市
計
画
区
域
内
の
各
地
域

で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

(標

準
地
)
を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格
を

公
表
し
、

土
地
を
売
買
す
る
際
の
目
安
に
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

国
土
庁
で
は
、

毎
年
4
月
を
地
価
公
示
普
及

月
間
と
し
て
定
め
、
各
種
行
事
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ー

土
地
売
買
の
と
き
は
、
ま
ず
、
地
価

公
示
価
格
を
調
べ
ま
し
ょ
う

l

土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅
か
ら
の
距

離
、
上
下
水
道
の
整
備
状
況
な
ど
の
土
地
条
件

を
、
標
準
地
と
比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お

よ
そ
の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。

(地
価
公
示
価

格
は
1
月
1
日
現
在
の
価
格
で
す
の
で
、
そ
の

後
の
地
価
動
向
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
)

土
地
売
買
の
と
き
に
は
、
ま
ず
、
地
価
公
示
価

格
を
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

ー
地
価
公
示
は
市
役
所、

出
張
所
で
閲
覧

で
き
ま
す

i

無
料
相
談
を
行
い
ま
す

日
時

4
月
3
日
間

午
前
印
時
1
午
後
4
時

場
所
県
庁
第
1
別
館
5
階
第
2
会
議
室

問
い
合
わ
せ
長
崎
県
土
地
対
策
課
(
合
長
崎

⑪
1
1
1
1
)
 

第

M
回

婦
人
週
周

4
月
刊
日
j
何
回

「
女
ガ
変
る
男
ガ
変
る

社
会
ガ
変
る
」



確
定
申
告
が

間
違
っ

て
い
た
と
き
は
:・

税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。更

生
の
請
求
が
で
き
る
の
は
、

翌
年
の
確
定
申
告
期
限
ま
で
で
す
。

税
額
を
少
な
く

申
告
し
て
い
だ
と
き

「修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い

金
額
に
訂
正
し
て
く
だ
さ

い。

自
主
的
に
修
正
申
告
を
す
る
と
、

過
少
申
告
加
算
税
は
か
か
り
ま
せ

ん
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
申
告
さ

税
額
を
多
く

申
告
し
て
い
た
と
き

「更
正
の
請
求
」
を
し
て
正
し
い

}みの活動子地域ぐ
研究発表や意見発表を参考に

今
後
の
健
全
育
成
活
動
に
役
立
て
よ
う
と
開

か
れ
た
、
研
究
発
表
と
少
年
の
意
見
発
表
会

(
弘

・
市
コ

ミ
セ
ン
)

れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
新
た
に
納
め
る
こ
と
に

な
っ
た
税
額
は
、
修
正
申
告
を
す

る
日
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を

忘
れ
て
い
た
と
き

た
だ
ち
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

自
主
的
に
期
限
後
申
告
を
す
る

と
、
無
申
告
加
算
税
は
軽
減
さ
れ

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
さ
れ

る
よ
、
つ
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
新
た
に
納
め
る
こ
と
に

な
っ
た
税
額
は
、
申
告
を
す
る
日

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

(
諌
早
税
務
署
)

市
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議

会
は
、
第
7
回
研
究
大
会
お
よ
び

少
年
の
意
見
発
表
会
を
2
月
お
日
、

市
コ
ミ
セ
ン
で
聞
き
ま
し
た
。

少
年
の
意
見
発
表
や
こ
れ
ま
で

の
健
全
育
成
の
活
動
状
況
な
ど
を

も
と
に
、
今
後
の
活
動
に
役
立
て

よ
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
、
各
協

議
会
の
代
表
や
P
T
A
な
ど
、
健

全
育
成
関
係
者
約
3
0
0
人
が
出

席
。
研
究
発
表
で
は
、
一二
浦
・
富

の
原
の
両
健
全
協
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
状
況
な
ど
を
発
表
。

意
見
発
表
で
は
、
市
内
各
青
少

年
健
全
育
成
協
議
会
か
ら
、
小
・

中
学
生
凶
人
か
、
家
庭
、
学
校、

友
達
関
係
な
ど
、
日
常
生
活
で
の

体
験
や
感
想
を
発
表
し
ま
し
た
。

ワ
ラ
ぞ
う
り
作
り
を
楽
し
ん
だ

お
年
寄
り
と
子
供
た
ち

(
わ
何
・
竹
松
住
民
セ
ン
タ
ー
)

館一九

税
控
よ
り

上手にマ手たね.グ

竹松小健全協・ワラぞうり教室

竹
松
小
校
区
健
全
育
成
協
議
会

(
吉
村
幸
雄
会
長
)
は
3
月
4
日
、

4
湾
か
ら

3
%の
滞

特
別
地
方
消
費
税

①
料
理
飲
食
等
消
費
税
と
称
し
て

い
る
県
税
が
、
「
特
別
地
方
消
費
税
」

と
名
称
が
変
り
、
税
率
も
凶
%
か

ら

3
%
に
な
り
ま
す
。

(
国
税
の
消
費
税
と
は
別
で
す
。)

②
飲
食
庖
等
(
料
理
屈
、
ス
ナ

ッ

ク
、
寿
司
屈
な
ど
)
で
の
飲
食
や

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
料
金
が
、
一
人
一

回
5
0
0
0
円
を
超
え
る
と
3
%

の
税
が
つ
き
ま
す
。

(
例
え
ば
-

l
人
7
0
0
0
円
の
場
合
2
1
0

円
の
税
)

③
ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
で
1
人
1

鵠

泊
に
つ
き
1
0
0
0
0
円
を
超

え
る
と
3
%
の
税
が
つ
き
ま
す
。

但
し
、
昼
食
な
ど
は
区
分
し
て
、

飲
食
庖
等
と
同
じ
く
取
扱
い
ま
す
。

(
l
人
1
泊
1
2
0
0
0
円
と
昼

食
休
憩
料
金
6
0
0
0
円
な
ら
、

宿
泊
に
3
6
0
円
、
昼
食
な
ど
に

1
8
0
円
の
税
)

ゴ
ル
フ
場
利
用
税

娯
楽
施
設
利
用
税
と
称
し
て
、

ゴ
ル
フ
場
や
ゴ
ル
フ
練
習
場
、
パ

チ
ン
コ
場
、
麻
雀
場
、
ボ
ー
リ
ン

グ
場
等
の
利
用
に
か
か

っ
て
い
た

竹
松
住
民
セ
ン
タ
ー
で
、
ワ
ラ
ぞ

う
り
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

子
供
の
非
行
防
止
・
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
に
、

3
年
前
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
お
年
寄
り
ゃ
小
学
生
な

ど
約
必
人
が
参
加
。

子
供
た
ち
は
、
慣
れ
ぬ
手
つ
き

な
が
ら
も
、
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

自
分
に
合
っ
た
ワ
ラ
ぞ
う
り
作
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。
な
か
に
は
、

小
学
1
年
生
の
チ
ビ

ソ
子
も
お
り
、

ち
っ
ち
ゃ
な
手
で
、
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
ワ
ラ
を
編
む
姿
が
、

と
て

も
ほ
ほ
笑
ま
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

税
が
、

「ゴ
ル
フ
場
利
用
税
」
と

名
称
が
変
り
、
ゴ
ル
フ
場
の
利
用

の
み
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

不
動
産
取
得
税

新
築
住
宅
お
よ
び
、
そ
の
土
地

に
係
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標

準
等
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
本

年
4
月
1
日
以
降
取
得
さ
れ
た
対

象
住
宅
の
床
面
積
要
件
が
、
判
平

方
メ
ー
ト
ル
(
戸
建
以
外
の
貸
家

住
宅
に
あ

っ
て
は
、
初
平
方
メ
ー

ト
ル
)
以
上
2
0
0
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下
と
な
り
、
新
築
特
例
適
用

住
宅
の
控
除
額
が
1
0
0
0
万
円

(旧
4
5
0
万
円
)
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
諌
早
県
税
事
務

所
(
包
②
0
5
0
8
)

へ

9 
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く

の

わ
た
し
の

目
)
に
は
、
今
年
秋
完
成
予
定
の
県
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー、

今
津
町
に
は
、

大
手
宅
配
便
業
の

よ
り
充
実
し
疋
企
業
誘
較
を
展
開
し
よ
う
と
¥
ヤ
マ
ト
運
輸
が
進
出
を
決
定
し
て
い
ま
す。

ま

新
だ
に
昨
年
旬
月
¥
企
業
誘
致
パ
ン
フ
レ
り
ト

た
、
学
園
都
市
を
目
指
し
て
、
大
学
の
誘
致
な

を
作
成
¥
関
東

・
関
西
な
ど
¥
各
地
で
諸
致
活
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

既
に
¥
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
(
池
田

2
7

わ
が
町
大
村
を

υ
活
気
の
あ
る
回
・

住
み
や
す
い
町
H

に
し
よ
う
と
初
め
だ

「
わ
が
町
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
も
¥
約
?

年
を
迎
え
ま
し
だ
。

ま
だ
ま
、
だ
¥
色
々
な
意
見
を
お
持
ち

だ
と
思
い
ま
す
、
ガ
¥
今
ロ
は
¥
今
ま
で

に
ど
ん
な
意
見
や
要
望
、
ガ
出
さ
れ
た
か
¥

市
は
ど
う
い
う
対
策
を
だ
て
て
い
る
の

か
¥
全
部
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
¥
主
な
も
の
か
ら
取
り
上
げ
て

み
ま
し
だ
。

。
文
化
会
館
建
設

皆
き
ん
に
関
心
の
高
か
っ
た
文
化
会
館
建
設
。

な
か
に
は
、
ホ
ー
ル
や
音
響
装
置
な
ど
、
具
体

的
な
意
見
も
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

市
の
動
き

総
合
文
化
会
館
建
設
に
つ
い
て
は
¥
昭
和
間
以

年
位
月
に
¥
同
準
備
懇
話
会
ガ
発
足
さ
れ
¥
施

設

・
設
備
・
管
理
運
営
な
ど
¥
い
ろ
い
ろ
な
立

場
か
ら
横
討
が
重
ね
ら
れ
¥
昨
年

7
月
答
申
書

ガ
提
出
さ
れ
ま
し
だ
。

市
は
¥
市
制
施
行
田
周
年
を
迎
え
る
¥
平
成

4
年
の
記
念
事
業
の

一
つ
に
¥
こ
の
文
化
会
館

建
設
を
計
画
。
答
申
書
を
基
に
、
早
期
着
工
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
資
金
面
で
も
¥
文
化
会
館

建
設
基
金
を
設
け
¥
自
年
度
の
市
の
予
算
お
よ

び
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
な
ど
の
漬
立
て
ガ
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

。
市
の
動
き

、l'

-
子
供
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
で
も
楽
し
め
る
、

レ
ジ

ャ
ー
施
設
の
建
設

-
現
施
設
を
四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
る
よ
う
に

・
史
跡
や
名
所
な
ど
も
っ
と
P
R
し
て
:
:
な
ど
、

い
い
施
設
や
名
所
が
あ
る
の
に
余
り
活
か
き

。

敬

-
大
村
は
企
業
が
少
な
い
為
に
、
働
く
所
が
な

い
。
公
害
の
な
い
企
業
誘
致
を

-
大
学
な
ど
を
誘
致
し
、
学
園
都
市
に

と
い
う
音
山
見
が
目
立
ち
ま
し
た
。

{f"号

あゆみ

歩 くん(武部町〉

2. 5 生まれ

お友だちをだくさんつくって

元気に遊んでね。そして¥

弟とも仲良くね0・…一 (田 -由美さん〉

だ

田

862. 

アグ Fノル登場

やま

山

た
か
ら
も
の

動
物
の
ぬ
い
ぐ
る
み

山2

中宮
(竹
歳
・
上
諏
訪
町
)

み美

和わ

私
、
ガ
大
事
に
し
て
い
る
の
は
¥

生
ま
れ
疋
時
か
ら
今
ま
で
に
集
め

だ
¥
動
物
の
ぬ
い
ぐ
る
み
で
す
。

大
き
い
の
か
ら
小
さ
い
の
ま
で
¥

初
コ
位
あ
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
¥
そ
し
て
¥
お
友

達
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

私
ガ
く
や
し
く
て
泣
い
だ
時
¥

う
れ
し
か
つ
だ
時
な
ど
¥

い
つ
も

話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
達
は
¥
私
の

大
事
な
¥
宝
も
の
で
す
。

ち
ゃ
ん

/すミメ

こん抱ワルーフ知ヲτ.7
視聴覚ライブラリー

市民映画会

ビッグ・カントリー

ジャズ・オーケストラ

4月8日(土) 午後2時--3時30分
西大村コミセン

くフィルム名〉

ヘンゼルとグレーテル
(アニメーション10分〉

草原のわんぱくそうどう(児童劇52分〉
。
変

今年秋完成予定の県工業技術センター

特
に
、
通
勤
時
間
帯
の
道
路
の
渋
滞
、
狭
き

が
指
摘
さ
れ
て

い
る
国
道
。

一
般
道
路
で
は
、

東
西
・
南
北
に
延
び
る
幹
線
の
整
備
や
、
沿
道

の
美
化
。
ま
た
、
よ
り
充
実
し
た
空
港
の
国
際
化

な
ど
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
動
き

皆
さ
ん
の
生
活
の
中
に
密
蓄
し
て
い
る
道
路

は
¥
交
通
量
等
の
増
加
に
よ
り
¥
渋
滞
や
事
故

な
ど
の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

国
道
に
つ
い
て
は
¥
拡
幅
改
良
な
ど
に
つ
い

て
の
陳
情
を
行
っ
て
い
ま
す
が
¥
早
急
な
る
解

れ
て
な
い

と
い
う
意
見
が
目
立
ち
ま
し
た
の

市
の
動
き

公
圏
や
観
光
地
開
発
に
つ
い
て
は
¥
積
一
極
的
な

取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
村
公
園
で
は
¥

花
菖
蒲
園
の
拡
張
¥
桜
田
橋
の
架
け
替
¥
遊
歩

道
な
ど
の
整
備
。
野
岳
湖
自
然
公
園
で
は
研
修

な
ど
が
で
き
る
管
理
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

ハ
ン

グ
ラ
イ
ダ
ー
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
疋
、

琴

平
岳
展
望
所
で
は
¥
今
後
も
¥
コ
ス
モ
ス
ラ
イ

ン
や
遊
具
施
設
な
ど
の
整
備
も
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
芝
、
大
村
に
は
数
々
の
史
跡
や
名
所
ガ
あ

り
ま
す
が
¥
〈
示
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
大
型

の
案
内
板
や
標
示
板
を
設
置
す
る
と
共
に
、
各

種
P
R
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

年
齢
、
職
業
の
違
っ
た
人
が
ビ

ッ
グ・バ

ン
ド
演
奏
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

週
2
屈
の
練
習
に
市
内
・
外
か
ら
か
け
つ

健康テレホふサービス
0958・26・5511

4月のテーマ
月肺炎

火 消化管ポリープ

水 混合ワク チ ンの話(はしか・社ふく風邪・風疹)

木 色盲は治るか

金 腫眠薬

土・日 淋病(性病シリーズ①)

決
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん。
そ
こ
で
、
受
通
緩
和

を
図
る
だ
め
、
イ
ン
タ
ー
か
ら
空
港
を
結
ぶ
池

田
森
園
線
(
今
年
秋
に
は
貫
通
予
定
)
を
は
じ

め
¥
久
原
梶
ノ
尾
線
¥
杭
出
津
松
原
線
な
ど
の

整
備

・
調
査
ガ
蒼
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
¥
空
の
便
で
は
、
中
国
あ
る
い
は
、
昨

年
刊は
月
か
ら
開
設
さ
れ
だ
ソ
ウ
ル
と
の
定
期
便
、

国
内
線
で
は
¥
今
年

7
月
か
ら
、
長
崎
・
東
京

聞
か

1
便
増
え
る
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
長
崎

空
港
に
な
っ
て
い
ま
す
。

10-
厳しさを増す国道、

特に通勤時になると長い手¥jが…

こ
の
外
¥
魅
力
あ
る
商
居
街
、
ス
ポ
ツ
施

設
の
充
実
¥
環
境
、
農
林
関
係
な
ど
¥
だ
く
さ

ん
の
問
題
が
残
さ
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
意
見

な
ど
を
参
考
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
残
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
¥
今
ま
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
感
じ

だ
こ
と
は、

色
々
な
意
見
・
要
望
の
中
に
¥
大

村
の
将
来
を
亘
剣
に
考
え
て
お
う
れ
る
と
い
う

こ
と
¥
そ
し
て
¥
皆
さ
ん
が
大
村
を
愛
し
¥
い

つ
く
し
み
育
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
い
う
事
で
す
。

明
日
の
大
村
を
築
く
だ
め
¥
皆
さ
ん
と
行
政

ガ
一
つ
に
な
り
¥
新
し
い
発
想
で
¥
取
り
組
ん

で
い
け
疋
ら
と
思
い
ま
す
。

次
号
の

5
月
号
か
ら
は
、
新
し
い
企
画
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

け
て
、
ス
イ
ン
グ
・
ジ

ャ
ズ
、
ラ
テ
ン
、

映
画
音
楽
な
ど
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
私
た
ち
の
よ
う
な
、
ハ
ン
ド
は

珍
ら
し
い
せ
い
か
(
今
、

全
国
で
ビ

ッ
グ・

バ
ン
ド
が
増
え
て
お
り、
特
に
小
・
中
・

高

校
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
も
人
気
が
高
い

よ
う
で
す
。
)
各
種
パ
ー
テ
ィ
ー
、
催
し

物
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
呼
ば
れ
て
い
く
こ
と

も
多
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
定
期
演
奏
と
コ
ン
テ
ス
ト
出

場
に
向
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
が
、

私
た
ち
と
一
緒
に
演
奏
を
楽
し
み
た
い
と

い
う
人
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。
年
齢
、

性

別
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特
に
、
ア
ル
ト
・
テ
ナ
l
サ
キ
ソ
フ
ォ

ン
、
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、

ド
ラ
ム
は
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

練
習
日
毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
後
7
時

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

連
絡
先
今
回
勝
則

(宮
@
9
6
0
9
)

岩
浅
保
幸
(
宮
⑪
1
2
5
4
)

午後6時30分~ア時35分

大村子ども劇場二高学年例会二

『おれたちゃ便利屋』
劇団風の子公演一一、生きがい、、 探

しごどう生きるか、、 を一緒に考えあう舞

台劇

場南
岡
崎

)

も

3

卜

y」
円

b

子

0

4
叫
J

ウ

i

対

創

出

ン

せ

(

白

セ

わ

2
ミ
合

月

コ

い

4
市

問
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大村の名物太鼓に

hv
大
太
鼓
の
打
ち
初
め
を
す
る

「
い
つ
も
つ
-
こ
の

メ
ン
バ
ー

(
M
J
大
村
神
社
)

県内の 震<<.1.倉 は

次のとおりです。

「いつもっと」に大太鼓加わる

大
村
藩
太
鼓
「
い
つ
も
っ
こ」

に
、
九

州
で
も
屈
指
の
大
太
鼓
が
加
わ
り
、

3
月

3
日
、
入
魂
式
が
大
村
神
社
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

「
い
つ
も
っ
こ
(
五
木
瓜
)
」
は
、
商
工

会
議
所
青
年
部
が
、
千
年
の
歴
史
を
も
っ

大
村
を
再
認
識
し
、
町
お
こ
し
・
文
化
お

こ
し
を
目
指
そ
う
と
、
臼
年
秋
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
購
入
し
た
太
鼓
は
、
桶
胴
太
鼓
で
、

直
経
川

町
長
き
幻

m
、
重
き
1
3
0
旬
、

台
座
を
入
れ
る
と

M
m
の
高
き
に
な
る
超

大
太
鼓
。
購
入
費
は
2
0
0
万
円
で
、
自

治
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

打
ち
初
め
で
は
、
「
ド
ド
!
と
と
響
き
渡

る
音
に
、
思
わ
ず
立
ち
す
く
ん
で
し
ま
う

ほ
ど
の
迫
力
。
今
後
、
色
々
な
行
事
に
花

を
添
え
、
大
村
の
名
物
太
鼓
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

生
活
展
と
健
康
展

泊
母
ヘ
⑫
図
通
冒

a
a

つ臼1fム

• i 
誌

作品展や健康相談などが行われた、

生活展と健康展 ( ~1 ・市コミセン

区
最低賃金件名

最低賃金額 最低賃金の

分 日 客貢 時間給額 効力発生日

土別域也j 長崎県最低賃金 3， 424円|1428同 昭和63年

10.21 

食料品・飲料・飼料
3， 633 455 

平成元年

製 1、旦且二 業 1.13 

機械・金属製品
3， 754 470 

平成元年

産
等 製 造 業 1.13 

自動 車 整備業 3， 789 474 
平成元年

業
1.13 

長P 7で圭乙ァ 業 3， 746 469 
平成元年

1.13 

Bリ
7三土'c 業 3， 516 440 

平成元年

1.13 

最 繊維工業 3， 626 454 
平成元年

1.13 

木材・木製品
{民 家具・装備品 3， 728 

製 1、丘旦二 業
1.13 

イ貝ヨ壬
出版・印刷・ 平成元年

3， 646 456 
同関 連産業 1.13 

金 窯業 窯業・土石製品 平成元年
3， 817 478 

土 製造業 1.13 

Zi業製製品呈I 陶磁器・同関連
3， 598 450 

平成元年

製品製造業 1.13 

全国石炭鉱業最低賃金
5， 772 

昭和

全国金属鉱業等最低賃金 63.3.25 

問い合わせ 長崎労働基準局賃金課(合長崎

⑬ 6346)または労働基準監督署へ

3
月
日
日
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
聞
か
れ
た
生
活

展
と
健
康
展
。
今
年
は
、
昨
年
を
は
る
か
に
上

回
る
約
4
5
0
人
が
訪
れ
、
健
康
な
ど
へ
の
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

生
活
展
で
は
、
婦
人
会
や
生
活
学
校
の
活
動
な

ど
を
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
聞
か
れ
て
い
る
も

の
で
、
再
生
品
の
展
示
や
書
・
絵
画
・

手
芸
な

ど
の
作
品
展
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
即
売
会
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

健
康
展
で
は
、
健
康
相
談
、
血
液
検
査
、
歯
の

検
診
、
体
力
測
定
、
食
生
活
の
相
談
な
ど
の
コ

ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
大
声
を
出
し

て
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
よ
う
と
い
う
、
ユ
ニ

ー
ク
な
大
声
大
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

準局 E江2与間わ「E・ レy 送付すまf し〈z書は付長き話保険辛十 苧宙

忘需岩番せ」特 上U は 納{Iま寸

号16O6 部雇 願おつ みい封同さ 皆はさ 月ら5 nv-g、， の4 

⑬空喧 i 足課険 子ぃまL芸与 才をい1免¥，官ま5 自ま a由早Ezヨ 皆さ

6長労働基 期限内に る許空での で ん
433 長崎市 パフン届にすで。告納申 tf こ， . へ. 



三島おん

寸 5~ \I ¥，..... 5-一、二II 

(号5~27 ・中地区公民館〉
中旭区公民館の給画グルプ¥木彩会

の総画展ガ\2月25日~27日の3 日間\
同公民館で開かれまし疋。

水彩画 ・油彩画¥デッサン¥パステル¥

木版画など¥初J山者から経験者の作田47
点ガ展示され¥力強い作自lこ¥見学者も

熱JQ，¥に見入っていましだ。

企

一

]

一

-

一

市
役
所
4
l
階
ロ
ビ
l
(環
境
衛
生
課
前
)
に

全
自
動
血
圧
計
が
設
置
さ
れ
ま
し
だ
。

健
康
の

一
つ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
血
圧
¥

だ
れ
で
も
¥
自
由
に
¥
簡
単
に
測
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
市
役
所
に
お
い
で
の
さ
い
は
ぜ
ひ
お

試
し
く
だ
さ
い
。

日
時
、
最
高
・
最
低
血
圧
¥
脈
拍
数
、
ガ
分
か

り
ま
す
。

‘ 

企 Eてい...， 6ぱ':t，;;- ~(九 -市民体育館〉
大村市危険物安全協会〈主管二大村消

防署〉は、 3月5日¥防火少年剣道大会

を開きましだ。

春の火災予防運動の一環として¥子供

だちに¥防火についての認識を高めても

らおうと開かれだもので¥市内の少年・

少女など約630人の剣士ガ¥防火につ

いての認識を深めると共に¥気合のこも

っ疋試合を展開しました。

企 】 天 、(ライ2・市民会館〉

市音楽団体協議会は¥3月12日¥第?ロ

どうようコンサートを開きました。 、

春よこいや芝きひ¥里の秋など¥なつ '

かしいき訳を披露。まだ¥星美鈎稚園園児

も友情出演し¥かわいらしい歌声で会場

を盛り上げました。
戸¥ R正司、叫 ¥」 理古典申ゐ 』

忽句者絵持宅九

、ダ内情ヘ
i'

h
p

。
;
ィ

J

ト
E
内
レ
一
』
」
略
行

(
弘

・
野
岳
湖
周
辺
)

3
月
5
日
、
野
岳
湖
周
辺
で
行
わ
れ
た
¥

市
民
オ
リ
工
ン
テ
l

リ
ン
グ
大
会
。
あ
い

に
く
の
雨
の
中
、
持
組
7
5
0人
、
ガ
参
加
。

コ
ー
ス
は
¥
フ
戸
ミ
リ
ー
と

一
般
¥
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
¥
ポ
イ
ン
ト

探
し
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
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ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)

生
ワ

手、
ν
A
m

投
与
を
行
V
ま
守

該
当
す
る
乳
幼
児
・
生
後
6
か
月
1
刊
か

月
ま
で
の
初
回
投
与
を
受
け
て
な
い
乳
幼
児

.
2
回
目
投
与
を
受
け
て
な
い

4
か
月
ま

で
の
幼
児

受
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児
・
発
熱
も
し
く

は
下
痢
を
伴
う
急
性
疾
患
、
重
症
結
核
、

心
臓
血
管
系
疾
患
、
病
後
衰
弱
栄
養
障
害

な
ど
の
乳
幼
児

・
麻
し
ん
な
ど
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
1
か

受けて安心

日帰O人間ドック

対象者 40歳以上の人(職場などで

横診を受けられる人は除きます〉

募集人員 100人(定員になり次

第締め切ります。〉

個人 負 担 金 2万3千円

実施場所 市立病院

申し込み 環境衛生課保健衛生係
月
を
経
過
し
て
な
い
乳
幼
児

・
1
年
以
内
に
ひ
き
つ

け

(
け
い
れ
ん
)

を
お
こ
し
た
乳
幼
児

時
間

午
後
2
時

1
3
時

お
願
い
・

当
日
は
、
母
子
健
康
手
帳
を

ご
持
参
く
だ
さ

い
。

・
体
温
を
計

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

・
ワ
ク
チ
ン
を
飲
ま
せ
た
直
後
の
授
乳
、

飲
食
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

也 :
司零 : 

日時 4月23日(日) 午前10時30分:

場所 県護国神社(長崎市城栄町): 

※雨天の場合は長崎国際体育館;

県春季慰霊!

接種目 接 種 izk z 場

4月4日(火)
市 役 所
，云E公ヨ， j頼 出 張 所

西大村コ ミセン

4月5日嗣 j甫 出 張 所

鈴 田 出 張 所

4月6日同
竹 松 出 張 所

福 重 出 張所

4月7日(創
中地区 公民 館

松 原 出 張所

生ワク投与実施日程表
母子・寡婦の皆さん

省錨由昌@羽碕ミき
高校¥大学、専門学枝に、 修

学させるのに必要な資金にお困

りの母子、および寡婦家庭に貸

(寸けを行っています。

※貸付制度に対するお尋ねは¥

福祉課由子相談員へ

風しん任意予防接種
妊婦が、妊娠初期に風しんにかかると 、先天性

異常児(白内障、 心臓奇形、難聴など)が生まれ

る心配があ ります。

風しんにかか ったことのない人や予防接種を受

けてない人は、妊娠前に抗体検査を受け、抗体価

の低い人は予防接種をしておき ましょう 。

対象となる人市内に住んでい る20歳以上の女性

料金 自己負担

申し込み・問い合わせ

重
度
心
身
障
害
児

環境衛生課保健衛生係

病(医)院名 住所 ・電話番号

後藤産婦人科医院 西大村本町宮@601 5 

中 央 産 婦 人 科 医 院 水主町2丁目 8⑫ 3850 

長 里子 病 WA 東 三 城 町 宮@lll2 3 

福田産婦人科 医院 古町1丁目 包② 61 2 4 

桝本産婦人科内科医院 大 川 田 町 宮③ 8355 

おび産婦人科医院 本 町 宮⑪ 1103 
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接 種 病 ( 医 ) 院

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

支
給
対
象
者

4
月
1
日
現
在
、
市
内
に

引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
、
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
に
該

当
す
る
重
度
心
身
障
害
児
と
同
居
し
介
護

し
て
い
る
保
護
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
・

2
級
の
交
付
を

受
け
て
い
る
重
度
の
身
体
障
害
児

・
児
童
相
談
所
ま
た
は
、
精
神
薄
弱
者
更

生
相
談
所
が
判
定
し
た
重
度
の
精
神
薄

暗
甲
』

一
Z-
r
f
l
'

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

1
級
の
認
定
を
受

け
て
い
る
重
度
心
身
障
害
児

見
舞
金
額

1
万
円

受
付
期
間

4
月
1
日

ωi日
日

ω

必
要
な
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
、
住
民
票
謄
本
、
保
護
者
名
義

の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
以
外
の
も
の
)
印

鑑
ほ
か

申
請
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児
童
家
庭
係

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
荘

開
館
記
念
演
芸
会

5
月

2
国
側

午
前
日
時

i
午
後

3
時

福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階
集
会
室

※
演
芸
会
へ
出
演
を
希
望
す
る
人
は
、

4
一

月
幻
日
榊
ま
で
に
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
2

一

階
事
務
室
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

干



心
の
栄
養今日も元気いっぱい…

一 (九・ 野球場改修記念大会より)

育
児
中
の
お
母
様
、
あ
な
た
の
育
児
の

メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
、
心
の
栄
養
、
心
の
健

康
と

い
う
項
目
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す

か
?
、
も
し
か
し
て
、
体
の
栄
養
、
体
の

• 
心
の
健
康

健
康
だ
け
で
い

っ
ぱ
い
に
な
っ

て
は
い
ま

せ
ん
か
?

健
康
で
賢
い
子
供
に
育
て
る
た
め
に
は
、

体
の
栄
養
、
体
の
健
康
と
同
じ
よ
う
に
、

心
の
栄
養
、
心
の
健
康
に
心
を
使
う
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

い
ま
、
小
学
校
か
ら
中
学
、
高
校
と
進

ん
で
も
何
も
や
る
気
の
無
い
生
徒
が
増
え

て
い
る
そ
う
で
す
。

体
に
は
、
病
気
も
障
害
も
認
め
ら
れ
な

い
の
に
、
な
ん
に
も
意
欲
が
湧
か
な
い

、

そ
う
い
う
人
間
に
育
て
て
し
ま
っ
て
か
ら
、

育
児
の
失
敗
に
気
付
い
て
も
、
も
う
遅
い

の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
心
の
栄
養
と
は
何
で
し
ょ

う
か
・
:
そ
れ
は
、
お
母
さ
ん
の
愛
の

こ
も

“耳"大事にしTますか

=第四国耳の日記念大会=

叫.~ー甲田---、 ....ιー

講演や手話劇などで、会場はなごやかな雰囲

気につつまれまし た く% ・市コミ セン〉

っ
た
語
り
か
け
で
す
。

心
の
健
康
と
は
何
で
し
ょ
う
か
:
:
そ
れ

は
用
音
~
周
到
な
し
つ
け
で
す
。

し
つ
け
と
い
っ
て
も
、
単
に
礼
儀
作
法

を
教
え
込
む
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
物
事
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
こ

と
と
か
、
危
険
か
ら
身
を
守
る
こ
と
と
か
、

つ
ら
い
事
に
耐
え
る
力
だ
と
か
、
他
人
の

事
を
思
い
や
る
心
だ
と
か
、
要
す
る
に
人

間
と
し
て
好
ま
し
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る

色
々
な
特
性
を
育
て
る
こ
と
、
そ
れ
を
し

つ
け
と
い
う
言
葉
で

一
つ
に
ま
と
め
た
わ

け
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
は
、
生
活
の
現

場
で
は
、
し
つ
け
と
い
う
形
で
表
れ
る
か

ら
で
す
。

次
回
か
ら
は
、
色
々
な
話
題
を
と
り
い

れ
て
、
健
康
で
賢
い
子
供
に
育
て
る
た
め

の
具
体
的
な
方
法
に
迫

っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
耳
と
こ
と
ば」

の
相
談
員

渡
辺
末
男
先
生

長崎県ろうあ福祉協会では 、 3月 3日の

「耳の日」を記念 して、第2υ回耳の日 記念大

会を 3月 5日、市コミセンで開き ました。

県内から約350人が参加。第 1部では、結城

県ろうあ福祉協会会長や村上同副会長(大村ー

支部長)のあいさつ、松本市長、 山田市議会

議長らの祝辞などがあ りました。

第 2部では、安藤全日 本ろうあ連盟副理

事長が 「手話通訳士認定制度ーその課題と

展望一」 と題しての記念講演、そのあと 、

大村支部会員の皆さ んによる 、熱の入 った

手話庫IJなどで、会 場は、なごやかな雰囲気

に包まれました。

日付
まを金昭
だもの平日
請 つ 請 61
求て求年
さ時期 10
れ効限月
てとは 1
し、な、 日
なり平施
い ま成行
人す元の
は 。年

9 特
請 月 55IJ
求 30給

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る

一一

特
別
給
付
金
の
請
求
に
つ
い
て

手
続
を
行

っ
rL

く
だ
さ
い
。

一

※
詳
し
く
は
、
市
福
祉
課
へ
お
尋
ね
く
だ

一

さ
い
。

一

∞
∞
愛
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
i

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
難
民
に
愛
の
衣
類
を

期
日

4
月
日
日

ω1日
日
間

2
日
間

受
付
場
所

大
村
浜
屋
特
設
会
場

主
催

休
眠
衣
料
活
用
運
動
実
行
委
員
会

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
中
古
衣
類
お
よ
び

-

募
金
は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
地
域
の
衣

一

料
不
足
に
悩
む
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
送
ら

一

れ
ま
す
。

許しませんノ自ヤ粉
“麻薬・覚せい剤等の撲滅にご協力を"

平和な家庭生活を破壊し、心身をむ

しばむ恐しい覚せい剤など (白い粉)

は、外国からいろんな方法で密輸

入されています。

税関では 、これらの社会に害

を及ほす物を我が国へ入れ

ないために 、取 り締まり

を行 っています。

皆さんの見たこと、

聞いたこと、どん

な小 さなことで、も

次のと ころへご連

絡ください。

連絡先

長崎税関密輸 11 0番

(宮長崎③o9 6 5) 

長崎空港出張所

(ft@ 4 4 8 3 ) 
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狂犬病予防注射

飼い犬は、 1年に 1回の登録と、狂犬病予防注射を受けるよ う義

務づけ られています。この登録や注射を次のとおり行いますので、

犬を飼っている人は、 必ず受けて ください。

対象 生後91日以上の犬

手数料 (1頭)登録料 21 0 0円、予防注射料、 2000円、

済票交付料、 460円、 合計4560円

問い合わせ 環境衛生課保健衛生係

日程 表

月 日 実 施 場 所 時 間 月 日 実 施 場 所 時 間

4月10日 大村市役所 9 : 30-14 : 00 重井田 (今里伸作宅前) 9 : 30- 9: 50 

(月) 木場公民館 14 : 15 -15 : 00 野岳j胡ノ〈ス停 10 : 00 -10 : 30 

今村公民館 9 : 30-9: 45 東光寺公民館 10 : 45-11 : 00 

溝陸公民館 9 : 55-10 : 15 
4月19日

松原出張所 11 : 15-11 : 50 
。同

三浦出張所 10: 25-10 : 50 武留路公民館 13 : 10-13 : 30 

4月11日 西部公民館 11: 00-11 : 15 黒丸公民館 13 : 45-14 : 10 

(火) 陰平下公民館 11:30-12:00 協和町公民館 14 : 30-15 : 00 

平町 (佐藤宅前) 13 : 15-13 : 45 黒木ノ〈ス終点 10 : 00-10 : 15 

水計公民館 14 : 00-14 : 30 黒木小学校 10 : 20-10 : 40 

鈴田出張所 10 : 00-10 : 30 久良原公民館 10 : 50-11 : 10 

4月12日 上久原公民館 10 : 45-11 : 40 
4月20日

萱瀬出張所 11 : 20-11 : 50 
同

か同 椎池公民館 13: 30-14: 00 南川内公民館下 13 : 10-13 : 20 

松尾公民館 14 : 15 -14 : 40 宮代公民館 13 : 35-14 : 00 

寿古公民館 9 : 30-10 : 00 農協萱瀬第 l支所 14 : 10-14 : 50 

福重出張所 10 : 15-11 : 00 4月21日 大村保健所 9 : 30-14 : 00 

立福寺ノ〈ス停 11 : 10~11 : 30 (善計 赤佐古公民館 14 : 15-14 : 45 
4月13日

宮小路公民館 4月22日比) 上諏訪公民館
件キ

13 : 00-13 : 30 10 : 00 -11 : 00 

富の原 2丁目公民館 13 : 40-14 : 20 
※ 12 : 00 -13 : 00は休みます。

富の原1丁目 児童体育館 14 : 30-15 : 00 

微神堂広場 9 : 30-10 : 00 ""お願い""
西大村コミセン 10 : 15-11 : 50 -当日は、受け付けが混雑しますので、つり銭がい

4月14日
池田公民館

らないようご協力ください。

(針
13 : 10-14 : 00 

-犬は丈夫な鎖などでつないできてください。
堺町公民館 14 : 15-14 : 30 

-人をかむ恐れのある犬は 口輪を付けてきてくだ

4月15日住) 植松公民館 9 : 30-10 : 50 きい。

4月17日 竹松出張所 9 : 30-14 : 00 -登録と注射が済んだ犬は 首輪に鑑札を付けてく

(月) 大村農業改良普及所 14: 10-15 : 00 ださい。

4月18日 中地区公民館 9 : 30-14 : 00 -注射のとき犬が動かないよう、固定出来る人が連

(火) 桜馬場1丁目公民館 14: 15-15 : 00 
れてきてください。
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申
泊
冨
会
昆
舗

が

意

。

。

市営

中地区公民館を定例的に利用し

ている団俸・グループガ¥白頃の

活動の成果を発表します。

-
舞
台
発
表
の
部

日
時

4
月
刊
日
同

午
前
日
時
j
午
後
3
時
却
分

内
容
民
踊
、

謡
曲
、
詩
吟
、
詩
舞
、

剣

舞
、
社
交
ダ
ン
ス
、
民
踊
子
供
会
、
勘
作

座
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
な
ど

-
展
示
発
表
の
部

日
時

4
月
辺
日
出
j

弘
日
間

午
前
9
時
1
午
後
4
時
初
分

(
3
日
目
は

午
後
3
時
ま
で
)

内
容

水
・
油
彩
画
、
木
目
込
み
人
形
、

俳
句
、
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う
、
木
彫
、
篠

手
芸
、
生
花
、
書
、
紙
粘
土
人
形
、
茶
会

(
茶
券
は
当
日
会
場
で
も
発
売
し
ま
す
て

き
も
の
着
付
(
実
演
)
な
ど

※
バ
ザ
l
:
・
か
る
か
ん
、
弁
当
、
自
然
食、

小
物
作
品

場

所

中

地
区
公
民
館

商業統計調査ポスター募集

受け付け 4月5日休:)-12日(71<)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入な どに制限があり ます。

県営

内

容

商

庖

(
一
般
飲
食
庖
)
の
方
々
が

商
業
統
計
調
査
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

協
力
が
得
ら
れ
る
も
の
で
図
案
に
「
通
商

産
業
省
」
「
商
業
統
計
調
査

こ
般
飲
食
庖
ヒ

「平
成
元
年
日
月
1
日
」
の
文
字
が
入
り
、

未
発
表
の
も
の
。

用
紙

縦
日
間

×
横山
M
m
で
、
必
ず
縦
長

に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

色

4
色
以
内
(
白
は

一
色
に
数
え
な
い

)

で
、
写
真
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

表
彰

最
優
秀
賞
1
人

(
副
賞
叩
万
円
)
、

優
秀
賞
2
人

(
副
賞
3
万
円
)
ほ
か

締
め
切
り

4
月
却
日
同

応
募
・
問
い
合
わ
せ

県
情
報
統
計
課

(=l
m長
崎
市
江
戸
町
2

U

E
長
崎

@
1
1
1
1
)
 

※
作
品
の
裏
面
に
、
住
所
、
氏
名
、
職
業

(
学
校
名
、
学
年
)
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※申込者が募集戸数に達した時点で締め切ります。

※収入などに制限があります。

受け付け・問い合わせ 県住宅供給公社大村事務所

(ft@ 6825) 

平成元年 2月28日現復

人傷事故
2 月 今年度の累計 前年度同期 増 減

件数死者 傷者件数死者傷者 件数死者傷者 件数死者傷者
件 人 人 件 人 人 件 人 人 + 件

」、 + 人

大 村 市 + 
29 1 34 53 l 62 33 O 37 20 1 25 

{牛 人 人 {牛 人 /、 {牛 人 人
十件

人 人

長 崎 県 + 
412 6 505 833 15 1031 828 8 1041 5 7 10 

大村市の
1牛 I牛 i牛 f牛

物損事故
80 196 201 5 

大村讐察署提供

種別 住宅名 戸数 間 取 家賃(月額・円)

fケ 松 4 6・3・4.5 7，600 

1 
久 原 7 6・4.5・3 7，800 

東諏訪 2 6・4.5・4.5 1 6， 400 

種 久原第 2 2 6.6・5(同 23， 800 

福 重 1 6・6・6(同 27， 000 

坂 口 4 6・4.5 4，900 

2 
tt 松 l 6・4.5 6，400 
r吊ili.. 舟l工支n. 1 6・6・4(同 13， 500 

種
久原 第 2 1 6・6・4.5(t&) 1 6， 600 

福 重 1 6・6・6(柑 20， 500 

松並第 1 1 6・6・6(椀浴 23， 000 

種別 団 地 名 戸数 間 取 家賃(月額・円)

常 舟l工支~ 3 6・6
1 5， 000 

1 6， 000 
l 

片吊且ム
舟=交L l 6・4.5・4.5・3(神 20， 000 

久原第 2 3 6・6・4.5(;手) 21，200 

種

松 山 5 6・6・6(洋)
27， 500 

29， 000 

交通事故発生状況

-E 

. . . 動運
徹|正謀若事子

底 卜 し 運年故供 4 春
ベJトレ方法い 転の防運転者止防齢高と 標重点の目 月 交 ρVノ、
のに 止 に 者 e 通 全
着 よよの

用るる交 日 安 国
のシ無通

15全
国語
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お

，;; 

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え
た

電
話
加
人
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

4
月
ロ
日
制

午
後
1
時

ぬ
分

場
所

市
役
所
第
l
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

即
納

持
っ
て
く
る
も
の

印
鑑
・
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

若
干

問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
係

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

各
種
講
座
の

受
講
生
を
募
集

※
電
話
局
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。
な
お
、
公
売
開

始
前
ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中
止
し

ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類

乙
種

・
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
時
お
よ
び
場
所

日
時
:
:
6
月
凶
日
目

午
前
凶
時

場
所
:
県
立
諌
早
農
業
高
校
(
諌

早
市
)
、
県
立
国
際
経
済
大
学

(佐

世
保
市
)
、
県
立
女
子
短
期
大
学

(
長
崎
市
)

(
大
村
市
に
は
試
験
会
場
は
あ
り

ま
せ
ん
)

願
書
受
付
期
間

4
月
同
日

ω1加
日
俗

試
験
準
備
講
習
会

O

乙
種

5
月
却
日
間
1
初
日

ω

の
2
日

間

午

前
9
時
1
午
後

5
時

場
所
・
・
・
・
諌
早
市
勤
労
者
福
祉
会
館

。
丙
種

5
月
施
日
制

午
前
9

時
1
午
後
5
時

場
所
:
:
大
村
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
大
村
消
防
署
(
包

@
4
1
3
8
)

へ

曜日 講座名 f蒲 考 曜日 講座名 f庸 考

月 料理 (A) 料 理 (B) 

茶 道 裏 千 家 茶 道 ア，ーーT且一Z一， f扇 j定

紙ねんど・手芸 パッチワーク
火 木

華 道 池坊(梅香会) 華道 新 池 坊

JI JI (秋友会) ノ〈ドミントン

着 付 和 服 着 付 カルチェラタン ポ ッ プス

茶 道 表 干 家 アートフラワー

書道ペン習字
金

7j( 華 道 専正池坊

華 j亘 安 達 J、jーiEて?

卓 球

市内に居住、または市内に勤務する 30歳

未満の勤労青少年

時間 午後 l時-9時まで 場所 勤労青少年ホーム

申し込み ・問い合わせ 勤労青少年ホーム(合⑬1353)

利用て8 る人

第
羽
田
婦
人
週
間

「
長
崎
の
つ
ど
い
L

日
時

4
月
お
日
川

午
前
日
時
1
午
後
4
時

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

内
容

分
科
会
(
女
と
仕
事

・
健

や
か
な
く
ら
し
・
私
も

一
役

・
共

に
育
と
う

・
キ
ラ
リ
青
春
)
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
ほ
か

主
催

。

「2
0
0
0
年
に
向
け

て
平
等

・
発
展

・
平
和
へ
の
婦
人

行
動
計
画
」
推
進
長
崎
県
協
議
会

O
長
崎
婦
人
少
年
室
O
県
企
画
部

婦
人
対
策
室

平
成
元
年
度

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

登
録
を
受
け
付
け
ま
す

4
月
1
日
仕
i
5
月

受
付
期
間

況
日
附

登
録
料

無
料

登
録
の
条
件

O

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
大
会
(
野

球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
・
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
)
な
ど
へ

の
出
場
を
希
望
す
る
人

O

日
常
活
動
が
で
き
る
範
囲
内
で

結
成
し
て
く
だ
さ
い

。

O
単
一
団
体
で
日
常
活
動
が
で
き

な
い
場
合
は
、
隣
接
す
る
団
体
と

合
併
し
て
登
録
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
部
分
的
に
複
数
の

少
年
団
に
登
録
す
る
こ
と
は
認
め

ま
せ
ん
。

o
締
め
切
り
後
の
登
録
ま
た
は
、

追
加
登
録
は
認
め
ま
せ
ん
が
、
転

入
生
に
つ
い
て
は
こ

の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

登
録

・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

※
登
録
用
紙
は
、
体
育
課
に
あ
り

ま
す
。

o
必
ず
登
録
し
た
人
の
み
出
場
を

認
め
ま
す
の
で
、
記
入
も
れ
や
出

し
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

第
刊
回
大
村
さ
く
ら

マ

ラ

ソ

ン
大

会

日
時

4
月
お
日
間

受
付
:
・
午
前
8
時
却
分
1
9
時

ス
タ
ー
ト
・
・
・
午
前
9
時
特
分

集
合
場
所

市
営
陸
上
競
技
場

コ
ー
ス

陸
上
競
技
場
周
辺

参
加
資
格

市
内
在
住
者

種
目

O
小
学
生
コ

ー
ス
HH
M
M

(小
1
1
小
3
)
、
U
M
(
小
4

1
小
6
)

O
中
学
生
男
女
、
高
校
女
子
、

一

般
女
子
コ

i
ス
l
u
h

O
健
康
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
1
5
M

(
自
由
・
完
走
記
録
証
の
み
)

o
競
走
マ
ラ
ソ
ン
コ
l
ス
l
刊
し
問

(
高
校
生
男
子
、
一
般
男
子
)

参
加
料

小

・
中
学
生
捌
円
、
高

校
生
訓
円
、

一
般
刷
円

(
保
険
料
を
含
み
ま
す
)

申
込
期
限

4
月
凶
日
幽

申
し
込
み・

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
体
育
課

※
申
込
用
紙
は
、
小

・
中
学
校
、

体
育
課
に
あ
り
ま
す
。

0
電
話
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し

込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

小
・
中
・
高
校
生
は
、
必
ず
新

学
年
(
4
月
か
ら
の
学
年
)
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。
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第
何
回
少
年
野
球
大
会

期
日

5
月
日
日
出
l
U
日
制

場
所

市
営
野
球
場
ほ
か

開
会
式

5
月
日
日
午
後
2
時

チ
ー
ム
編
成

・
対
象

1
チ
l
ム
日
人
以
内

O
小
学
生

4
1
6
年
生

O
中
学
生
学
年
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
い
ず
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
単

位
で
編
成
し
て
く
だ
さ
い
。
チ

ー
ム
編
成
が
困
難
な
少
年
団
は
、

隣
接
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と

の
合
併
を
認
め
ま
す
。

申
込
期
限

5
月
1
日
間

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
体
育
課

※
競
技
中
の
傷
害
に
つ

い
て
は
、

応
急
処
置
の
み
行
い
、
主
催
者

は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

男
子
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

女
子

選
手
募
集
中

応
募
資
格

年
齢
:
:
口
歳
以
上
お

歳
未
満

問
い
合
わ
せ

社
団
法
人
長
崎
県

モ
ー
タ
ボ
l
ト
競
走
会
(
干
鰯
玖

島
1
丁
目
白

1
1
8
@
6
1
9
4
)



ほ
し
ゅ
う

N
H
K学
園

通
信
講
座
通
信
教
育

ー
通
信
講
座

生
涯
学
習
講
座

書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、

囲
碁
な
ど

M
講
座
で
す

n

申
込
期
限
4
月
初
日
刊

1
通
信
教
育

1

高
等
学
校
普
通
科
コ
!
ス

3
年
間
で
し
口
同
計
十
資
格
が
取
得
で

き
ま
す

申
込
期
限
4
月
日
日
出

高
等
学
校
選
科
生
コ

l
ス

希
望
科
目
の
単
位
が
取
得
で
き

ご
寄
付

ご
好
意

ま
す
。

申
込
期
限
4
月
日
日
出

高
等
学
校
教
養
コ

l
ス

国
語
、
英
語
な
ど
幻
科
目

申
込
期
限
4
月
初
日
同

海
外
在
住
者
コ

l
ス

海
外
在
住
の
社
会
人
、
青
少
年

の
生
涯
学
習
講
座、

高
校
の
教

養
コ

[
ス

申
込
期
限

9
月
初
日
出

高
等
学
校
専
攻
科
(
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
)
社
会
福
祉
コ

ー
ス高

校
卒
業
後
、
2
年
間
で

「N

H
K
学
問
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア」

の
認
定
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

申
込
期
限

4
月
5
日
制

※
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方

は
、一
T
m
l
旧
東
京
都
国
立
市

富
士
見
台
2
l
お
N
H
K
学
園

-aり
が
と
う
ご
ず
い
ν
ま
し
た

。
香
典
返
し

福
祉
基
金
へ

V
中
川
利
則
(
大
川
田
町
)
凶
万
円

V
松
口
邦
男
(
池
田
2
「
口
)

5

万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
井
石
蔵
犬
(
上
諏
訪
町
)
2
万
円

V
牛
肉
順
子
(
東
二
城
町
)
凶
万
円

V
草
野
節
男
(
小
路
口
町
)
5
万
円

V
林
末
敏
(
水
、
王
町
2
了
日
)
ぬ

万
円

(
敬
称
略
)

V
大
高
生
男
(
富
の
原
1
丁
目
)

凶
万
円

V
前
田
サ
ノ
(
古
町
2
丁
目
)

5

万
円

。
一
般
寄
付

市
立
図
書
館

へ

V
長
郷
い
づ
み
(
一二
一
城
町
)
児
童

図
書
5
千
円
相
当

清
和
国
へ

V
大
高
家
庭
ク
ラ
ブ
l
奉
仕

V
親
奉
会
・
森
安
太
郎
・
山
石
井
勝

八
E
十

一
係
に
、
講
座
名
か
コ

ー
ス
名
お
よ
び
あ
な
た
の
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て
ご
請

求
く
だ
さ
い
。
案
内
書
は
無
料

で
す
(
8
0
4
2
5
1
⑫
3

1

5
1
)
 

技
能
向
上
訓
練
受
講
生

0
パ
ソ
コ
ン
入
門

期
間
4
月
5
日

ω
l
m日
附

(ω
日
間
)

0
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
講
座
間

期
間
4
月
日
日
川
w
j
幻
日

ω

(
8
日
間
)

0

シ
ー
ケ
ン
ス
(
有
接
点
)の
基
礎

期
間

4
月
4
日

m
l凶
日
目

(
6
日
間
)

o
シ
ー
ケ
ン
ス
(
液
面
制
御
)

-
中
島
松
一

奉
仕

V
鈴
田
第

一
親
老
会

1
懇
談
会

・

リ
ハ
ビ
リ
器
具

一
式

大
村
子
供
の
家

へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

泉
の
里
へ

V
山
口
タ
カ
(
中
岳
町
)
石
け
ん

V
沢
井
久
子
(
赤
佐
古
町
)
タ
オ
ル

V
井
崎
タ
ヨ
(
東
本
町
)
モ
チ

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
大
村
グ
リ
ー
ン
コ

ー
ラ
ス

l
慰

問
、
タ
オ
ル
、
石
け
ん
ほ
か

V

一
瀬
由
久
(
荒
瀬
町
)
み
か
ん

V
伊
東
屋
呉
服
庖

1
ゆ
か
た

V
池
田
チ
ト
セ
(
徳
泉
川
内
町
)

末
永
辰
夫
l
理
容

期
間

4
月
げ
日
開

i
お
日
附

(
5
日
間
)

0

ベ
ー
シ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

期
間

4
月
4
日
閃

1
凶
日
同

(
6
日
間
)

o
C
A
D
入
門

期
間

4
月
5
日
制
l
乳
日
幽

(
8
日
間
)

0

一
般
家
庭
給
排
水
器
具
の
点

横
修
理

期
間

4
月
げ
日

m
l節
目
制

(
5
日
間
)

0
2級
建
築
士
受
験
準
備
講
習

(
学
科
)

期
間

4
月
4
日
ω

1
7
月

2
日

同

(
却
日
間
)

O
戸
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

期
間

4
月
6
日
肘

j
幻
日
制

(
7
日
間
)

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

5
万
円

V
草
野
節
男
(
小
路
口
町
)
3
万
円

慈
恵
荘
へ

V
馬
場
治
恵
(
玖
島
2
丁
目
)

3

万
円

V
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
カ
ブ

.
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

V
板
橋
養
鶏
場

1
冷
凍
卵

V
尾
崎
、
キ
ヨ
(
古
賀
島
町
)
ニ
ン

…ンン
V
西
彦
八

(
溝
陸
町
)
ハ

ッ
サ
ク

マ
水
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
H
H

ま
ん

い
し
ゅ

、っ

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
橋
口
増
治
(
松
原
1
丁
目
)

5

万
円

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(
諌
早

市
小
船
越
町

1
1
1
3
8
②
2

3

2
3
)
 

成
人
大
学
講
座

趣
昧
の
家
庭
園
芸

期
間

5
月
1
ロ
月

(
月
1
1
3
回
で
土
曜
日
全
日
回
)

時
間

午
後
1
時
泊
分
j
3
時
加
分

場
所

大
村
園
芸
高
等
学
校

内
容

庭
木
、
草
花
、
盆
栽
、
野

菜
、
加
工
、
そ
の
他

講
師

大
村
園
芸
高
校
教
諭

対
象
・
定
員

一
般
成
人
初
人

※
昨
年
受
講
さ
れ
た
人
は
受
講
で

き
ま
せ
ん
。

受
講
料

テ
キ
ス
ト
代
5
0
0
円

材
料
費

実
費

申
込
方
法

電
話
で
社
会
教
育
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受

け

付

け

4
月

3
日
間

1

※
定
員
に
な
り
盗
用
締
め
切
り
ま
す
。

婦

人

自

衛

官

。
二
等
陸
・
海
・
空
士

資
格

凶
歳
以
上
お
歳
未
満
の
女
子

受
付
期
限

5
月
白
日
附

試
験

6
月
8
日
同

試
験
場

大
村
駐
屯
地

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮
@

6
2
1
7
)
 

軟

式

テ

ク

ラ

ブ

会

@
早
朝
テ
ニ
ス

日
時

毎
週
日
・

祭
日

午
前
7
時
1
9
時

年
会
費

2

0
0
0
円

。
婦
人
木
曜
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

日
時

毎
週
火

・
木
曜
日

午
前
日
時
1
ロ
時

年
会
費

2
0
0
0
円

@
婦
人
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

日
時

毎
週
月

・
水

・
金
曜
日

午
前
刊
時
j
午
後
2
時

年

会

費

1

0
、
0
0
0
円

申
込
方
法

そ
れ
ぞ
れ
市
営
庭
球

場
で
受
け
付
け
ま
す

問
い
合
わ
せ

軟
式
庭
球
協
会
事

務
局
(
宮
@
4
6
4
0
森
上
)

ス員

.o、
Eコ
1= 

ヌL

道

A
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女
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問
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せ
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日
に
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接
道
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、
(
常
時
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付
け
て
い
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す
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先

長
崎
合
気
道
会
大
村
道

場
事
務
局
(
宮
@
0
2
7
3
翻
助
島
)
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お
わ
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と
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3
月
号
の
日
ペ
ー
ジ
、
ご
寄
付

・ご
好

意
の
欄
の
大
村
子
供
の
家
へ
、
池
田
サ
ダ
と
あ
る
の
は
永
田
サ
ダ

の
間
違
い
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



A月の健康カレ~'1戸

4
月
は
、
固
定
資
産
税

の
納
期
で
す
。

女 37，636
(+ 8) 

(
4
1
期
)

人口の動き

3月T日現在

人口

ハ
Uつω

言十 72，058 
(6 23) 

34.422 
(ム 31) 

男

世帯数 21，788 
(ム 26) 

〉内は前月比

2日 当番医 16日
当番医

(日) (内・小)与那城医院 池田新町 宮@ 5575 (日)
(小)田川小児医院東本町 宮② 4000

(耳)海江田医院 東本町 宮⑫ 3329
(眼)計屋眼科医院古町1丁目 ft@6888

18日
3日

乳幼児健康相談 萱瀬出張所 ③ 9:30-11: 00 
安産教室 市役所 9: 30-11 :00⑧ 9:30まで (火)

侶) ⑮ 母子健康手帳、ズボン 19日
一般健康相談 市役所 13: 00 -16 : 00 (水)

妊婦教室巳) 市役所 13: 00-16: 00 

⑪ 40歳以上 ⑪ 血圧測定ほか
20巴 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30-15:30

4日 乳鈎児健康相談 松原出張所②13: 30 -15 : 00 
(本) 定期巡回献血 市役所 9: 30-12: 00 

(火)

5日
21日 成人の健康相談 福祉センター 13: 00 -16 : 00 

妊婦教室(1) 市役所 13 : 00 -16: 00 程自
⑪⑮ …3日(月)と 同じ

(水) 4歳6か月児健康診査

6日
機能訓練根気の会 福祉センター 13:30-15:30 

市コミセン ② 13 : 00 -13 : 30 

(本) ⑪⑮…14日(針と同じ

7日 成人の健康相談 福祉センター 13 : 00 -15 : 00 23日
当番医

働 ⑪ ⑮ 3日(月)と同じ (日)
(内・小)松尾医院玖島1丁目 包@4412 

(内・小)上田匡院 諏訪1丁目 ft@3505

9日 当番医 26日
(日) (内・外)渡辺医院松原1丁目 色③ 8275 (水)

妊婦教室(4) 市役所 13 : 00 -16 : 00 

(整)貞松病院東本町 宮@ 1161 
3歳児健康診査 大村保健所27日

10臼 乳鈎児健康相談 竹松出張所 (木)
⑧ 9: 30-10: 00、13:00-13: 30 

(月) ⑧ 9 : 30 -11 : 00. .….0-6か月の乳児
⑪昭和60年10月生まれ(60年4月-9月生まれで、

13: 30-15: 00・・ー・・ 7か月以上の乳幼児
まだ受けていない人も受診してく だきい)

⑮ 離乳食教室 10: 30-
⑮ 母子健康手帳、問診票

29白
当番医

竹田 乳却児健康相談 市コミセン (土・祝)
(小)出口小児科医院諏訪3丁目 宮② 2252

(刈 ⑧⑪⑮…10日(月)と 同じ (耳)山口耳鼻咽喉科医院 東本町

12日 妊婦教室(2)市役所 13 : 00 -16 : 00 

ft@ 2706 

(水)
30日 当番医

14日 T歳6か月児健康診査 (日) (内・小)野口内科こども医院

告白 市コミセ ン ⑧ 13:00-13:30 西大村本町 宮@ 23 3 9 

⑪昭和62年9月生まれ(62年4月-8月生まれで、 (産)おび産婦人科医院本町 宮@ 1103 

まだ受けていない人も受診してください) 略号の説明
⑮母子健康手帳、問診票、お子さ んのハブラシ ⑪・・・対象 ②・・・受け付け

15 E3 耳とことばの相談福祉センタ- 13:00-15:00 

⑧…持ってくるもの ⑮…内容

(土) 当番医の診療時間 9 :00-18: 00 

毎
月
l
回

発

行

発
行
所

/
大
村
市
役
所
宮
間
間
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

刷
所

/ 
九

凸

版

側 h 吟吟吟ミ今ミ今ミ今崎ミ部部今崎均吟吟h単今崎包単今吻吻吟吟ミ伊都相今ゆ，

t 市民相談コーナー(広報公聴係〉ですべて無料で行っています。~

A お気軽にご相談ください。 ~
月 人権相談 ( 6日 10: 00'""'-'15 : 00) ~ 
g 行 政相 談 (13日 9: 30'""'-'12 : 00) ~ 、t
i9!i 法 律 相談 (19日 10 : 00'""'-'15 : 00) ~ 

担 受通事故相談 (25日 10: 00'""'-'15 : 00) 
間 年金相談 (26巴 10: 00'""'-'15 : 00) 
十 不動産相談 (28日 13: 00'""'-'16 : 00) 
z ※受け付けは午前8時30分より行っています。 均

時&今ミ今ミ今ミ今世悼今ミ今ミ今も今ミL今ミ命ミ5旨ミ今ミ今ミ今ミ今ミ今込今、今ミ今ミ今ミ今ミ今ミ今~ミ今、占旨ミミ語、今ぜ

4月の大村ボート (8 日 ~12 日発祥記念大村市長杯、 15 日 ~1 9 日
東西対抗戦、 28 日 ~30 日 )
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